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長坂遺跡

ながさか いせき

長坂遺跡
ながさかいせき おわりあさひしない はっけん いちばんふる

長坂遺跡は、尾張旭市内で発見されている中で、一番 古
いせき ながさかいせき やよいじだい

い遺跡です。長坂遺跡は、弥生時代(約1800～1900年前)
あと たてあなじゅうきょ いえ あと

のムラの跡で、竪穴住居という弥生時代の家があった跡が
み ながさかいせき はっくつちょうさ けん

見つかっています。長坂遺跡の発掘調査では、17軒の弥生
いえ あと み げんざい けん う もど こうえんない

時代の家の跡が見つかり、現在は１軒を埋め戻して公園内
ほぞん

で保存しています。
どき いし

長坂遺跡からは、土器（こしき、かめ、つぼ）や石

の などが見つかっています。
④

外側の太い輪かく線が

残るように切りぬく。
のこ

そとがわ りん せん

他の地図と合わせる

ときは、外側の輪かく線が

重なるように合わせる。

ほか ち ず あ

そとがわ りん せん

かさ あ

※地図の縮尺は正確ではありません。
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